
%、 

















▼在から発起人の河林漢？ん(作家） . 8どのりこさん（死*文字者1♦_木茂夫さん1元丁8 3ブロデ 3 —サー1 



湃1；ように特には舲かに.清んだ摩で ST 1 
ゆたかなの译田袢予さん „▼ 
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ん(作家 • I 番町 V さどのリこさ 
ん(児潼文学者.若葉«)ら文学 
ゆかりの人たちが立ち、この日会 
場にはさながら「文学サロン」の 
空気が流れていた•また滴水作品 

には当会オリジナルの曲で、ライ 

ブハウスの3?囲 a も(於メヌエツ 

トサロン/朗 K •小林恭治) 


小林恭：5さん：左). S 忠明さん(中央〕 

元 NHK デイレクタ— A 田相子さん《右) ◄ 


ばひ備連にも.と^水作&に 
曲1つけ，演»披#する字3:は 
山田！.？五印. S & 小«栳，尹’¥ 







▲ 〇忠明芒ん(左）と滴水たみ子さん{右》お二人盆ん T 会 SS も獰 C . 


▼涌水怍 a を研て.作曲でさた喜びを雄る作曲家瀘山博史さん • ▼怦赛を引？受けてくれた a 立音大の样®止観先生 • 


铒忠明作 r ホ ン 押にて j 漘木たみ子作『かたつむりの轿 j 
(野 m 児童文苌貢） mi ~烏文学貨 j 
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冃刊*えくてびあん-立 JII と語ろう • 立川に生きよう 


通卷 9 S 巻 


真如苑だより 


6 / 3 - 1 Q - 17-24 

〈毎遇水曜日〉 



GOOD な恋愛 
NICE な結婚 


場所：中央公民館 
時闞： 13 : 00 〜 21:00 
問合せ：中央公民館 

024-2742 



長雨の^節ですので、つ 
い，こころの屮 t ? s りがち 
ですが、カラッと I た氕分 
で ifi ごしたいこの頃ですゥ 
今 C ： も ft 如苑では箝さ i 方 
を、照っても降っても、お 
迎ぇする ffl 意を S ぇており 
ます。すがすがしぃ-1发」 
への咿備だと思し召して、 
咨さまお揃いでお出掛けく 
ださ 1 : 


さて、まちの根史 t いえば米¥ 
は J /; 川 <: とつてたいへん. S 典： - t * い 
年です。明 if126 年に三客摩が神条 
川県から柬京府となつてちようど 
•白年になるのです。その！？®が 後 
雑に移り変った一一*多摩がようやく 
神奈川 ml : 落ち*くことしば I . 
なぜまた移 Tf を？その +. な理由は 
一体，何だったのでしょうか。 

①住 K 技粟で大肀の住民がそう5丄 
んだ②玉川上水莰理の一本化③® 
府朿京の府域を拡張するため。 




■ H 時 6 H 15 H ( I 1) 

3 時— 5 時 

■卻本 tt 、 ft 如宝物鲂をはじめと 
して映画など硌りだくさんの nls 
がしてございます。 

■お申し込み 
は「えくてび 

，あん•コンパ 

M オン」{本誌 
を手渡してく 
れた人》へ。 
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今回の作品 
は今^ 2 月 5 
に ?： n 〜12日まで 

を要 f •ゥィ 


油を 


ルホ丨ルにて 

阳催された W 
1LL 50 人展での出品作からです- 
この作品- 1 JSE を iol えに」は、*から 
S にかけて，人物と李 ffi の m わり 
を表甩 L たもの-*油彩画とテンペ 
ラ画(卵の*^と-: n 身でつやけし 
の感じが出る)の併用で •； e 明る 
い方に色の彩りが足えます•作者 
の金子辛さんは、油彩！！を描き絞 
けて25年。人物をテ—マに一貫。 
好きな作¥はィタリア•ルネッサ 
ンス期のボッティチェル yt ピエ 
口 •デルラ•フランチ H スカ。一» 
U 本！； M でありながら、どこか、ィ 
タリア的ルネッサンスを®じさせ 
る租合はそんなところからのもの 
なのかもしれない。 S 大の油絵科 
を丰*後，現在は來京宁芸人学英 
»科の助教授と I て学生に絵を教 
えている。絵は ft えよぅとしても 
なかなか教えられず、. H 分が•生 
S 命やることで、自然に伝われば 
と本米の教師としての姿势も持ち 
合せている-生徒が茨ま L い…- 

リ C 々 c1 ， _a 本 % 办〇っ薄幻 ^ 

cl'4 in 眘职 2 C sr x 「 3r 
班 >r ' 嫌令斗 ^ c 銎 rjjrs^s: 

4こ-<2) 氺襞 
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W 籂今赛 41 幻 0 9 そ ■ 本 nsis 


東虱 


清水たみ子さんの詩振と、森忠 
明さんの少年小说の朗統を聴く棣 
会を『頌の会 j で得た。朗忒者に 
- f 林恭治さんという一流の方をお 
迎ぇできて、 •;« 水文学•森文学の 
入 CVU くらいは5:«!兄たように思 
う # u じめての経験なので、个安 
はいろいろあったが、一*の心配 
は会場の空気がある緊張を*後ま 
で保ちうるかということであつた0 
朗说を聆くということは、統み手 
も人*だが，%今 W 手もそれ以上に 
集中力を要することは、数年前に 
3工房でヘミングゥェィの「武器 
よさらば J の朗铳をテーブにして 
出版 H が刊行するお手伝いをした 
ことでわかった•シナリオは鸟方 
が担たにもかかわらず•縮約 
版の^¢8!よさらば j を lill ;% 
き通すことは，工房の M もが出来 
なかった。もっとも、 J -! 下#3時 
16 )は被しいマラソンレースだ ♦ 今 
回の Hg の会 JU 全部で2時問、 
その間' お茶の時間， v 挟んでテン 
ションを和らげたのはアタリであ 
った。それに、音架 P 1 様「ラィヴ」 
という鲜度が随分，助けてくれた。 
カセットテ—プという「缶詰め」 

で U なく、シ K フが n の前で料理 
してくれる感動とでも云おうか ♦ 
会が終ってみると，参加者の期色 
にこころなしか赤睐がさしていた 
ように思ぇた‘作#!* t 作品を共に 
した爽快な$1分(:淌ちていた6会 
埸から外へでると、爽やかな畚風 
の立川の夕*が待 -0 ていた ♦ 六 n 
や峯に罢 S くえくてびあん 


<編5小 Jll «+ _||| a 中 « H 5 用田11?.子 
^«正弘町田«|| I 1 J 曲8+ 

-;1||天»0:||;«憤|_#上鬌为 

a タジオ？69枝川 te 本多罐 
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漢字 I 字挿入せょ 

牛の角を 

□が刺す 

□めるなら 
若木のうち 



光月は Hi 内に6 
つもある駅の m 菜 
の*番をおたずね 
_しましたが* 2 g 古 
参が JR 立川駅雨 
治22年 r ついで西 
国立釈{昭和4年) • 两立川駅 <昭 
和5年 >• 西武線の.^.川上水駅 <昭 
和25年 >，两武立川駅 < oa 和43年 >• 
武葳砂川駅(昭和&8年> となりま 
す-」まちの免®の桄史を物55るか 
のような駅の ft 生です • 


矢川をクリ—ン i 川自然親#友の会〜 
E 羽衣町は三 T 目 


き L 


立川轵陀の光を 
多中川の方へ降 
りると.立川に 
ただ一つ«る« 
水の川「矢川」 
が£える。 

ここは•立川段丘 m から^き 
出す水を水源とする小川で k . 
水辺を中心に多くの動 M _ 

物が兒られることから19^ ' 

都の綵地保令地域に指定され 
ているが&近では汚れが目だつ 
ていた•ここに注 BL た- vr . 川 0 然 
蛻钹友の会が 4 H12H { n }9 時か 
ら11時半まで奴^を深めながらゴ 
ミ抬い•除^を rr うと兒逸えるよ 
うな絵になる矢川に戻つていた" 

お故歩の»、ちよつと足を仲ばし 
てみてはいかがでしようか。 


楽しみながら学習でぎる 

〜立川防災館〜 

4月 26 :={日>昭和記念公圃立川 
||先、消防*の»(泉町>に立川防 
災館がォーブン L た"体纊学習な 
どで都民の防火•防災 S . 淼を布め 
よぅと f 消防庁が建没。防災教 
泠センタ—としては*池袋防災 
館に次ぐ二館： mu 立川防災館 
では効キ的に防災教會を高 
めるのに tc 体験できるよ 
ぅになつていて iiill 練とは S 
ながら地®体觖•至、煃体鴃 
r 室など充*した施設と係負の丁 
牢な指4により，0い sill 練の T に 
汗ばむ場面も 。 r 
緊張の屮から1 

リアル1:体得 f 
できるような 
システムにな 
つている ◊ 





夏らしくなつてきたこ 
の6月。10日はみなさん 
も知っての通り〜時の記 
念日〜です。それにちな 
んで、ル—ぺ|つで、百 
年前に行ったリ来たり、 
移ろいゆく時代の風合を 
見せては、壊れた思い思 
いの時計を確かに治して 
楽しむことの一つを届け 
てくれる人と出会いまし 
た。 


•偶然見つけだ、 

鹿法の珠 

羽衣町は•羽衣-^会 
館向いのバス通りに. a ぇ 
るのは，時 sl -伢蒼をやつ 
ている•小阏件時計店 ◊ 

衆甲街からは雜れていま 
すが* ょく マニアら しき 
若者が，凝らし眼でウィ 
ンドウを>%いています。 

ょく兄れば、ただの時計吊ではな 
いなとわかる。ウインドウに*ん 
でいたのは1907年、スイス製 
ヴアセ D ン•コンスタンチン。一 
Ht 紀前の ftW 人が®用した 18K の 



蝎 □ レックス;<プルブックを！ J じめ 

▼ しンポン時代を寒じる®* » rf の黴々 



► スイス！^ rtra ン • n ンスタンチ.ノ 
はじめ！ rn を礁じる懷中 ^ tf の性々 


iw«f * の12インチ SS : 塞 
vlii 春のドイツ € i /'\ K § 



懐中時計0戰時中，破招防止の為 
の珍しいダブル*プセル製のゥォ 
ッチもあ9、«をあければ.惟屮 
時計としても使えるよぅに出米て 
いる。また，两插、曜日が' 
外倒か•ら内镧に向かい、いくつも 
の大^^のダィヤル式で*示され 
る五+年前のロレックス製ゥオッ 

チなどを兄ていると•タィムマシ 

ンで、中まれていなかつた時代へ 

と rul かぅボタンを押 C てしまつた 

パような®觉になる。この「時の夢 

£想旅汀」の搽镟七は，小肋仆毪乳 

さん， L 十八.%。卜六の時からこ 
の ifi にというから，既に62年阁* 


あの時計：®独特のル—ぺ、5ずみ 
を右目<:はめては、時? t の針と典 
に生きてきたことになる • 

• 残された時計のやすらぎ 

逭く ffi 内からも修珊を赖まれる 
ことも多い小 Ixi 并さん。「铺からな 
いのに HlTE だなあとょく§われる 
んだが，でも'*にもできないこ 
とだから W きでや〇てる/ V だょ」 
ts う"店の装飾か*.? I て、令く 
镅びてない* L かし•今•どこの 
店にもない空5\*を.：2然に伝えて、 
マニアを却つて引き付けてしまう 
のは、小蘸4 ir さんの生き方そのも 
のなのか t しれない。下町の小 ftt 
時代、立川基地^で外人相 T に時 
«1-修理をしていた時代、そして、 

国の時計も S 由に治せるのはこん 
な経觖からのことだろう_ 30 年削 
の Aichi の丸時計_ 40 牛前、戦時中 
の Meiji の H : 時 at '60 年前のスィ X 
のリビ—夕 It •たいていのもの 
は何でも治してしまう-効率が忠 
いからいらないと S つていた4、 
二んな能力もきつと消えていつて 
Li うのだろう。この消えていこ 
うと I ているものが•残さ n て確 
かにある*それが今にない心のゆ 
とりとやすらぎを4えてくれてい 
るような51が I て店を後に I た。 

{町田健 U 


立川市社^榀111;協$仝 ii ， 來* 
都€入クラブ迆八 IT 会会良などの要 
垛にあられました小川 iu さんが 
AnL - 日 •.& 性じん不全のため逝 
去されました* 
小川良さん 

は IW 和三六年 

に全 W 初の女 

性 Tti 撖会撖长 

として4*:沒をはたされその後も柊 

始，化川铱城の基 tl て竒ーナされ 

た方でございま1た"掸4でご其 

祕をお析り中し上げます" 



ことわざ©答⑳ 
















































払の傑作選 


輝〇1ア 

说のアルノ、•ムにもキラリツと光る一枚がある， 
柵れた/と思った.シャフターが経い. 









松！：孝：さん 
二€士兑町 5 ru > 

免檐 i ニコン F 3 

■屯 itt の水 















